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人生会議（ACP）
強化月間の取組について

資料２ー２



（１）区役所における取組

（２）健康局における取組



（１）区役所における取組

令和６年度令和７年度強化月間（11月）の
取組内容

16区17区区広報誌・紙情
報
発
信

18区21区区ホームページの掲載
9区９区SNSを活用した情報発信

14区14区ポスター・リーフレット等配架、配布

11区11区区民向け講座・講演会講
演
会
等

8区4区区民向け動画・映画上映会

３区5区イベント開催

３区2区専門職向け研修会

82区83区合計

※ １区あたりで複数の取組計上あり

人生会議（ACP）強化月間の取組調査より集計

１



実施活用媒体

３区Ｘ

８区ＬＩＮＥ

３区Ｆａｃｅｂｏｏｋ

１区Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

実施内訳

３区映画上演会

１区市民ロビーでの動画放映

テーマ

地域の高齢者が最後まで自分らしく暮らせるためにわたしたちができること

多職種で支える高齢者主体の在宅医療・介護の在り方を考える

内容

「ACPって知っていますか」啓発ポスターを区役所内に展示

区役所内に区民ギャラリー（ACP）を設置

映画上映会の上映前に、ACP冊子の配布・説明

区内のスーパーマーケットにおいて、まちの保健室を開催し、ACPの啓発

認知症カフェや元気教室で個別に「もしもの時に伝えたいこと」を啓発

SNSを活用した情報発信 ９区 区民向け動画・映画上映会 ４区

イベント開催 ５区

専門職向け研修会 ２区

２



区

区

広報紙

３

中央区

北区 浪速区



ホームページ

４

SNSを活用した情報発信



ポスター・リーフレット等

５

西成区住之江区



区民向け講座・講演会

６

淀川区

西区

福島区

生野区



区民向け動画・映画上映会

７

専門職向け研修会

東成区

上映会風景 研修会風景

西成区



イベント

８

都島区

区役所内に
区民ギャラリー
（ACP）を設置

区内のスーパー
マーケットに
おいて、まちの
保健室を開催し、
ACPの啓発

元気教室で個別に「もしもの
時に伝えたいこと」を啓発

港区

淀川区



ポスター作成及びポスター掲示

【掲示期間】 令和7年11月中
【掲示場所】

《地下鉄駅》 主要 22駅 専用掲示板に掲示
新大阪、淀屋橋、本町、なんば、天王寺、なかもず、大日、太子橋今市、天神橋筋六丁目、

東梅田、天満橋、谷町九丁目、喜連瓜破、住之江公園、大阪港、堺筋本町、野田阪神、

日本橋、天下茶屋、大正、蒲生四丁目、ポートタウン東

《わが街Navi (デジタルサイネージ) 》 イオンモール大阪ドームシティ内

《 》 区役所、相談支援室、区民センター、老人福祉センター、社会福祉協議会、

地域包括支援センター、老人福祉施設

９

地下鉄駅での掲示
(淀屋橋駅)

地下鉄駅での掲示
(なんば駅)

地下鉄駅での掲示
（喜連瓜破駅)

（２）健康局における取組



10

SNSを活用した周知

11月12日にSNS（X・LINE）による周知
を行った。

ホームページを活用した周知

大阪市版の人生会議をホームページによる周知を
行った。



大阪市人生会議（ACP）普及啓発セミナー

11
VR体験風景



参加者数回次

４２第１回

４４第２回

８６合計

＜参加者数＞

12

（人）

＜アンケート結果＞回答者数77人（アンケート回収率:89.5%）

年代 30代 1.3%
40代 2.6%

50代
18.2%

60代
14.3%

70代
42.8%

80代
15.6%

90代 1.3%
無回答 3.9%

「人生会議」と「ACP」
どちらの名称が印象に残っているか。

人生会議
61.0%

どちらでもない
2.6%

ACP
26.0%

わからない
5.2%

無回答
5.2%
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家族や知人と
「人生会議」をしてみようと思ったか

セミナーで
「人生会議」をどのくらい理解できたか

思う
88.3%

思わない
2.6%

分からない 7.8% 無回答 1.3%

無回答 3.9%

やや理解
できた
40.3%

セミナーの満足度
やや不満 1.3% 無回答 2.6%

理解できた
55.8%

満足
66.2%

やや満足
29.9%

セミナーの参加前、
「人生会議を知っていたか」

名前も内容も
知らなかった

54.5%
名前は知っていたが
内容は知らなかった

20.8%

名前も内容も
知っていた
24.7%
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【良かった点】
・VRで実際にその場に自分がいる気持ちになれ、その時、どう考えるのか知ることができた。【30代】

・VRを使うことで、周りを気にせず、没入できた。帰って母と話してみたいと思った。【40代】

・救急車を呼ばせない選択をするために、かかりつけ医を見つけておこうと思った。【50代】

・VRでの目線がリアルで、たみさんの気持ちになれました。上手な人生の終わり方について自分がまず考え、そして家族やまわりに伝え
たいと思います。【50代】

・ACPについて考える機会になった。こんな良い最期をむかえられたらいいけど、未婚、ひとりっ子、子供なしの人が増え、家族や親しい
人がいなくなって最期をむかえる人が増えてきています。そういう人が意志を伝える方法が必要かと思います。癌であれば主治医に話すか
もしれませんが、普段からそういう話をするのは難しい。けど、自分の思いを知られたくない人に話さないといけないのは嫌だ。自分の思
いを秘して話さない権利もあると思うから。【50代】

・「人生会議」の方がインパクトがあり「それって何？」と興味を持ちやすい良いネーミングだと思う。でも具体的には本音と建前の間で
かなりの話し合いが必要（特に遠くの身内とのかねあいが難しい）【60代】

・VR体験で本人視点で見ることができた。家族や仕事でACPについて具体的に話をするアドバイスをもらうことができた。【60代】

・家族で話し合った事がなかったので、年末年始集まる機会があるので自分の希望、家族の希望など話し合ってみたい。【70代】

・いつどうなるのかわからない人生。（ACP）人生会議は大事と思った。話す事で自分はこう思っていたのか等みえてくるのではと考えま
した。（まだまだ覚悟が出来てないのが正直な気持）【70代】

・もしもの時の為に夫と話し合ってみたいと思います。【80代】

・自分にとって何が大事か、又、後に残された人の事等を考えさせられた。今は元気でも、良く考えて出したい答を見つけていきたい。
【80代】

【意見等】
・平時では体験できないようなこと（今回のようなVR体験）を体験できれば、自分の思いを知る機会になるので、引き続き、セミナーを
続けてもらえればと思います。【30代】

・訪問看護（在宅死）での見守りも見てみたい。【50代】

・家族で話し、伝えたい事は時々話す。【70代】

・病気ではないが、弱くなって、自宅での暮らしが出来なくなった時、次の施設はどの様なものがあるのか、何が必要か教えて欲しい。
【70代】

・家族のいる人のケースでしたが、単身者の場合の話もききたかった。【70代】


